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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考えるうえで，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。
筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 毎年，
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2006 年の文献 124 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 







様，ERIC データベースと DIALOG データベースの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO
データベース)を用い，文献検索を行おうとした。しかし，ERIC データベースは 2003 年の文
献以降，データベースの検索形態を変更したため，2003 年以降の文献については，年毎の検索
ができなくなった。2006 年の文献についても検索方法が変更のままで，同様の形態の検索がで
きない状態である。2006 年の文献については，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS のみとなる。
検索方法は，インターネット経由での作業を行った。これらの中から不登校との関連が考えら
れるものについて，キーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回
で 16 年目に当たるが，同一規準で 16 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2006
年分である。なお，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS での検索形態が変更になった段階でこの
基礎研究は終了することとする。 
 DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する
文献が 314 件，school dropouts に関する文献が 179 件，school phobia に関する文献が 207 件，
school refusal に関する文献は 106 件であった。 
 PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS データベース 806 件の文献の中で不登校との関連が考えら
れる 124 件について，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
 2006 年の school attendance をキーワードに持つ文献は 314 件が見いだされる。これらのうち，
ここでは 21 件を概観する。国別では，アメリカ合衆国が 14 件，ブラジルが 1 件，サウジアラ
ビアが 1 件，エジプトが 1 件，オーストラリアが 2 件，英国が 1 件，中国が１件である。 












  Matthews(2006)は，school attendance にも関連するが，school dropouts において取り上げる。 














  Graeff-Martins ら(2006)は，school attendance にも関連するが，school dropouts で取り上げる。 
  Smith と Brun(2006)は，地域社会と学校を拠点とする家族リソースセンターを州全体で実現
される，子どもにおける身体的感情的な健康の結果を測定するように設計され標準化された手
段について説明している。評価チームによって選択された基準に基づく，身体的な幸福につい
ての 2 つの測定，感情的，行動的幸福の 4 つの測定の記述的心理測定的情報，長所，短所が含
まれている。 





  Al-Haggar ら(2006)は，バイオフィードバックによって慢性疲労症候群(CFS)に苦しむエジプ
ト人の青年を回復させる際に用いられた認知行動療法(CBT)の効力を評価することを目的に研
究を行った。慢性疲労の審査をされた 298人から 159人の青年が研究対象として適任であった。
これらのうち，63 件のケースが追跡調査ができず，完全なデータベースのある 92 件のケース
を活用し，4 件を除外した。登録されたケースの年齢幅は 10～14 歳で，男女比は１：2.5 であ
った。これらの対象者は、サウジアラビアのイースタン州で私立学校と総合病院から募集され，
いくつかのケースが同じ領域の個人病院で精神科医によって照会された。国際的な CFS 研究集




データは，SPSS バージョン 10.0 を用いることで処理され，分析された。最も一般的な兆候が
睡眠，頭痛，筋肉痛を回復しなかった(それぞれ 95.8%，67.7%，50%)。治療介入群の患者は、
いくつかの自己評価された CFS 兆候の消滅によるチェックリストの個々の強さ(減少が 23.1%，
















の 1/4 と女子の 1/3 が中途退学であることを示したエジプトの国家的調査で示されたように，
中途退学者の数を増やすことになるかも知れなかった。包括的なメンタルヘルスプログラムに
は，包括的な学校健康プログラムの一部で，すべての学年段階での健康教育を含むべきである。 



























われた治療介入は，英語で行われた場合より 2 倍，有効であった。 
  Matos ら(2006)は，家庭や学校環境の質によって提供された青年期の健康について，学校に

























  Giallo ら(2006)によると，兄弟姉妹は障害のある兄弟姉妹と様々な方法で適応している。兄
弟姉妹の適応結果の予測因子として，子ども，親，家族の要因の領域を調査研究している。7









  Reid ら(2006)は，閲覧報告での登校に関する問題の分析と評価を行っている。研究対象は、









  Mueller ら(2006)は，school attendance にも関連するが，school dropouts において取り上げる。 
  Ou ら(2006)は，シカゴの親子センター(CPC)の保育園のプログラムへの参加が 22 歳のとき
に，高校卒業，最も高い評定，大学進学のようなより高い教育的な到達と関連したかどうか調













るために，1999 年度のフィラデルフィアの 9 年生の主要な学業上の特性を調査した。近隣の高
校の 9 年生のかなりの部分が 2 年間以上，9 年生であることがわかった。1 回目の 9 年生の多く
も過剰年令であり，国語や数学では 2 年以上低い学年レベルであり，8 年生では不十分な登校
状況であった。これらのデータから，人的資本と財政資本の大規模で持続した投資が，多くの
近隣の高校，学業上の失敗に多くの危険要因を抱えている生徒に必要である。 






  Lam ら(2006)は，青年の注意欠陥多動性障害(ADD)傾向，多動性の有無，すべてのタイプの
無意図的負傷の関係を調査している。2 段階無作為のクラスタ抽出を用いた人口健康調査を行
った。対象者は中国広西省の南寧の高校生であり、13～17 歳の高校 1,2,3 年の青年男女の総人
口から選択した。ADD に関する情報は，訓練された保健専門家による個人面接により収集され
た。無意図的負傷を含む他の情報は，自己報告健康調査アンケートにより収集された。1,429





 ２ school dropouts に関する研究の概観 
 2006 年の school dropouts をキーワードに持つ文献 179 件のうち，関連の考えられる 18 件に
ついて概観する。国別では，これらのうちアメリカ合衆国が 14 件，ブラジルが 1 件，オランダ









 Yampolskaya ら(2006)は，フロリダ州の都会の大規模校の危機的状態にある高校生の GEAR 



























































































  Lubbers ら(2006)は，教室の中の仲間関係が生徒の学業上の進歩に関連するかどうか，もし
そうだとすると，生徒の関連性と約束によって，説明することができるかどうかを Connell と
Wellborn の自己体系モデルにしたがって調べることを目的に研究を行っている。多段階分析を




































  Neild と Balfanz(2006)は，school dropouts にも関連するが，school attendance において取り上
げる。 



















  Iyamu と Obiunu(2006)は，school dropouts にも関連するが，school attendance において取り上
げる。 
  3   school phobia に関する研究の概観 
 2006 年の school phobia をキーワードに持つ文献 207 件のうち，関連の考えられる 56 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 38 件，英国が 2 件，オーストラリアが 4 件，オランダ
が 4 件，イタリアが 3 件，カナダが 5 件である。 
 Higa ら(2006)によると，親子に対する社会恐怖と不安検査の妥当性と親子の一致について，
















































































分障害との関連を調査研究している。児童期に ADHD の履歴のある 13～18 歳の 142 人の集団

























 Barrett と Pahl(2006)によると，不安障害は児童青年に影響を与えるもっとも一般的な精神健






































 Marchesi ら(2006)によると，1 年間の薬物療法の前に治療処置の結果に影響を与えるかどう
かを確かめるために，パニック障害(PD)の患者の気質と性格を評価している。71 人のパニッ
ク障害の患者が，DSM-Ⅳに対応する構造化された臨床面接(SCID-Ⅳ)，気質性格検査(TCI)，





























た包括的な行動療法である。SET-C は肯定的な治療処置の結果となり，少なくとも 3 年後まで
維持された。治療処置の維持は，3,4,5 年後に得られ，自己報告，親の報告，臨床家の評価，直
接的な行動評価からなる多面的な評価戦略を用いて調査された。更に，5 年前に SET-C で治療
処置された青年男女の総合的機能を，心理学的障害に苦しんでいない一群の青年男女に比較し







































 Kearney(2006a)，Tsai(2006)，In-Albon ら(2006)，Heyne(2006)，Vasa(2006)，Pini ら(2006)










































が，1990 年から 2005 年の間に雑誌において刊行された選択性緘黙治療処置研究を特定するた








 van Straten ら(2006)は，第 1 段階として短期療法あるいは認知行動療法による段階的治療の
二つのバージョンの有効性について，気分不安障害の患者に対する伝統的な治療アプローチ
(CAU)との比較によって研究を行っている。702 人の患者を含む 12 の設定において，任意の試
みが，通常の精神健康治療において行われた。患者は，18～24 カ月の間に 3 カ月で一度の割合
で面接をされた(69%の回答率)。全体的に見て，患者の健康は時間がたつにつれて，かなり向
上した。51%は 1 年後に，66%は研究の終わりに DSM-IV 障害からの回復を実現した。それぞ
れ，50%と 60%は，正常な SCL90 と SF36 の得点であった。統計的には重要ではないが，認知

















統制群と比較して，早期の言語損傷の履歴のある者では，19 歳までに 2.7 倍の社会恐怖の可能
性があった。結果から，早期の言語損傷は，青年期後期の社会恐怖の明瞭な道筋を表している。 




 Gosch ら(2006)は，school phobia にも関連するが，school refusal で取り上げることとする。 




























































害に対する構造化された面接により査定した。更にすべての患者を SCL-90，Ham-A と Ham-D
により評価した。患者は，任意にパロキセチン（1 日当たり 33.5+/-13.3mg）あるいはシタロプ






















 Ross と Cuskelly(2006)によると，典型的に子どもが発達している家族の子どもよりも自閉症
スペクトラム障害(ASD)の子どもの兄弟姉妹は多くの問題行動を表し，その関係において多く
の困難を体験している。これらの困難に何が原因となるかについてはほとんど知られていない。
ASD の子どもの母親が，障害のない兄弟姉妹に関して Achenbach の児童行動チェックリストを
行った。兄弟姉妹は，兄弟あるいは姉妹の障害についての知識を検証する質問紙を行った。ASD
の兄弟あるいは姉妹とで体験した問題について報告し，これらの出来事への反応で用いた対応









のための不安尺度(MASC)を，453 人の 2 年生から 5 年生の生徒が行い，教師は自分の学級の






















いる。同様の関係が子どもに存在するかどうか調査している。8 歳から 11 歳の 79 人が試験的
調査検出作業を行った。与えられた試みにおいて，否定的中立的，否定的積極的，積極的中立




 Verdeli ら(2006)は，school phobia にも関連するが，school refusal において取り上げる。 
  4  school refusal に関する文献 
 2006 年の school refusal をキーワードに持つ文献 106 件のうち，関連の考えられる 29 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 23 件，オーストラリアが 2 件，ドイツが 1 件，スイス

































の DSM-IV 基準を満たす関係者が，広場恐怖症(PDAG)(HR=18.1,95%の CI=5.6～58.7)，特定の
恐怖症(HR=2.7,95%の CI=1.001～7.6)，全般性不安障害(HR=9.4,95%の CI=1.8～48.7)，強迫神

















































 Shirk と Karver(2006)は，school refusal にも関連するが，school phobia で取り上げる。 
 Pini ら(2006)は，双極性Ⅰ型障害の診断を受けた成人の患者の社会不安障害の頻度，臨床的
相関，発症時の関係を調査研究している。対象者は，DSM-Ⅲ-R の患者に対する構造化された
臨床面接によって診断が評価された 189 人の患者であった。12.7%に当たる 24 人の患者が生涯











 Mueller ら(2006)は，schoolrefusal にも関連するが，school dropouts で取り上げる。 
 Hofflich ら(2006)は，school refusal にも関連するが，school phobia で取り上げる。 
 Corsano ら(2006)によると，心理学的幸福と青年期の不快感に関する親と友人との関係と孤




















然として必要であった。今回の研究では，SRAS-R の児童と親の版(SRAS-R-C と SRAS-R-P)
の管理を検証的因子分析を用いて行っている。二つの尺度に対して，2 つの SRAS-R-C と 3 つ
の SRAS-R-P の項目の差し替えにより，4 つの因子モデルが支持された。それぞれの SRAS-R
の版に対して，3 つの因子モデルと 2 つの因子モデルが支持されなかった。SRAS-R の使用に
対するこれらの結果の展開を論じている。 
 Gadow ら(2006)によると，病院外来の広汎性発達障害児(PDD)と非広汎性発達障害児
(nonPDD)と，3～5 歳と 6～12 歳の多数の対象者の中の DSM-Ⅳ診断基準の ADHD 下位群とを
比較している。DSM-Ⅳに関わる評価尺度を親と教師が行った。ADHD の下位群は非 ADHD 群




いなかった。研究結果から，ADHD は PDD の児童の臨床的に重要な症候群であるかも知れな
いという調査結果を支持するものである。 
 Garrison(2006)によると，Delaware 州の Wilmington で行われた 3 年間の怠学減少プログラム
のデータを用いて，初等学校から中等学校，中等学校から高等学校の学年の切り換え点での怠
学と怠学の理由の関係を評価している。データから，5 年生から 6 年生の間に怠学者の数が 95%
増加し，8 年生から 9 年生の間には 76%増加した。10 歳から 11 歳の間には怠学者が 87%，13
歳から 14 歳の間には 68%が増加した。様々な人口統計学的変数による怠学の分析を行い，二





































を取り上げている。Cool Kids，Friends ，Skills for Social and Academic Success (SASS)の 3 つの













効な社会的問題解決技能を示す能力における改善が見られた。3 週間と 6 週間の間隔での追跡
調査データによれば，参加者が時間がたつにつれて，利得を維持したことが示された。 
 Hodge ら(2006)は，情緒行動障害(EBD)の生徒の数学における教育的介入に関する先行研究











た 6 件の最近のランダマイズされた臨床試験からの調査結果を提示している。3 件は，注意欠
損多動性障害(ADHD)の児童とかかわり，3 件はうつ病性障害か不安障害の児童青年にかかわ
ったものである。研究結果は，併用した治療処置がおそらく最も効果を生じているが，心理的
薬理学的治療処置が少なくとも 6 件のトライアルのうち 5 件における行動治療介入あるいは認
知行動治療介入よりも幾分か効果的であるかもしれないことを示唆している。特別支援教育の
証拠に基づく実践の追求に関して，これらの結果が論じられている。 






























  Ⅲ おわりに 








 2006 年の DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance
に関する文献が 314 件，school dropouts に関する文献が 179 件，school phobia に関する文献が
207 件，school refusal に関する文献は 106 件であった。2006 年の検索文献総数は 806 件であり，
このうち 124 件について取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101 件，1998 年 95 件，1999 年
118 件，2000 年 166 件，2001 年 289 件，2002 年 280 件，2003 年 371 件，2004 年 833 件，2005
年 935 件であり，文献数としては 800～900 件前後を推移している。直接的な関連がない文献は
誌面の関係で取り上げていないが，各キーワード毎の経年変化については，そろそろまとめな
ければならないと考えている。増減については今後も注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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